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• 日本家族社会学会第 12回大会

第 12回大会のご案内

( 大会ニュースNo.2)
日本家闘士会学会第 12回大会実行委員会

干 184-8501 東京都イ金井市貫井北町 4・1・1

東京学芸大学

委員長: 直井道子

第12回大会が東京学芸大学で開催されます心今からご予定に入れ、ふるってご参加ください己

•
1 .日程 2∞2年9月21日 ( 土) 、22日 ( 日)

2. 会場東京学芸大学( 武蔵小金井キャンパス)

J R 中央線武蔵小金井駅よりパス lふ15分
交通案内の詳細は後日お知らせします υ 東横線沿線に学芸大学前という駅がありますが、

には付属しかなく、全く別な場所ですのでご注意下さい ι

また JR 宇都寓線に小金井という駅がありますが、これも全く方向ちがし、です。
:30 参加費 4，∞o円の予定u

参加費の事前払し、} j 式の申し込みは、今回は行ないません。なお、大会プログラムを

送付する際に、お弁当の注文についての受け付けの案内のみ致したいと思います U

4. 懇親会 交通の便が悪いため、大学でケータリングでごく簡単な懇親会にしたいと考えており

ます。料金も安めの設定となると思いますので、ふるってご参加ください心

5. 宿泊 東京ですので、とくに仲介は致しませんしランダムに紹介しますと、近いのはホテルメ

ッツ国分寺( 徒歩 20分ほど) 、ホテルメッツ武蔵境( 武蔵ノ l、金井まで、2駅) 、吉祥寺( 武蔵小金
井まで4駅) 東急イン、第一ホテルなどがあります新宿から武蔵小金井駅まて '30分弱とお考え

くださいυ









全国家族調査特別委員会

本委員会は、現在、以下のような活動を行っています、

( 1) NFR98関連
・周知のように、NFR98を用いた論文は、合計 8冊の報告書に収録されているもののほか、各種雑

誌などに掲載されていますが、これらを踏まえつつ、やや深化した分析に基づく論文集を最終

成果刊行物として出版するべく準備を進めています u

・東大SSJ;を通じて公開されている NFR98データが、外国の研究者によっても利則できるよう、調

査票およびコードブ‘ックの英訳作業を行っていますし 9月の学会大会頃には完成させる予定で

すι
• NFR98の全調査項目について性別・出生コーホ←ト別の集計結果表をっくりました。後述する

N問委員会のホームページに掲載しますので、学部学生なども利用できますし

・東大SSJを通じて公開されている NFR98データは、 「教員の指導を受けた学部学生」も所定の手

続きにより利用できます ι 実際、に学生が利用する場合、とくに利用後のデータ消去などに関し、

指導教員にあたる方が責任をもって確認していただきますようお願いいたします Q

・報告書( 第1次・第 2次セット) の残部があります。ご希望の方には送料のみの負担で頒布してい

ますので、委員会事務局までご連絡ください。

( 2) SOl調査

松田苑子委員を代表者とする SOl調査[ 戦後日本の家族の歩み」が 3 月はじめに終了しました U

対象は 1920~69 年出生の女性で、全国確率標本 5，000を抽出し、 69. 5% の回収率でした ω 日下、SOl

班メンバーによって、データ・クリーニングが行われています νNFR 委員会としては、このデータ

もいずれ公開する方向で検討していきたいと思っています ν

(3)NFR03関連
r03委員会 J のもとに、学会員に広く呼びかけて rNFR98検討研究会 j をつくりました u 去る 2 月

23日、27名が参加して第 1回研究会が聞かれ、以後 3月29 日、4 月27 日と回を窓ねています u ここ

で行われている NFR98を用いた諸論文( 報告書論文を含む) の合評、 NFR98調査項円の信頼性・妥当

性の検討、 NFR98の調査デザイン・標本設計などの検討は、 NドR03をよりよく実施することに資する

はずです ν 関心をおもちの会員は、本研究会世話人( 稲葉昭英・加藤彰彦・西野理子会員) へご述

絡ください。
委員会のホームページが間もなく生まれます。 5 ) i ヤば頃には、学会ホームページとリンクします

ので、ご利用くださいっ ( 藤見純子・大I f 大学)

お知らせ
liS 世界大会( 北京、 2003年7月) への取りくみと参加呼びかけ

1. 経緯

IIS(Intemational Institute of Sociology) の第 36回世界大会が、 2003 年 7 月 7 ~I I f :liこ、北京 (Ill 凶)

で開催されます u 統一テーマは Social Change in the Age of Globalization で、中 l前¦ 会科午院tl 会7・併
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ールドプランニング等と交渉を行っております Q 今後のニュース等で経過等をお知らせしま

すので、ご確認をお願い申し上げます。

* 会費請求が同封されております。会則により、三年間会費の納入がない方に関しては、

自動退会になりますので、ご注意下さいむ

なお、学生会員、一般会員の区別は、自己申告となっております。就職、学術振興会特別

研究員への就任等により、学生の身分を喪失された方は、 ー般会員の金額をお支払い下さい。

合わせて、別紙( メールまたは FAX) で、事務センターへの連絡をお願い申し上げます ω

* 会員異動については、補遺を発行する予定です。

( 山田昌弘・東京学芸大学)

会員異動 (2002年3月理事会承認)

. 新入会員 1 3名
正 浅野富美枝 宮城学院女子大学学芸学部生活文化学科

学生 渡辺めぐみ お茶の水女子大学大学院博土課程

正 島田友子 県立長崎、ンーボルト大学看護栄養学部

学生 井口 両志 東京大学大学院

学生 松崎実穂 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博土課程

学生 石倉裕美 大正大学人間学研究科修士課程

正 中山 まき子 鳴門教育大学学校教育学部

学生 松木洋人 慶日程義塾大学大学院社会学研究科

正 原田謙 東京都老人総合研究所

正 斉藤進 日本子ども家庭総合研究所母子保健研究部

学生 玉川貴子 専修大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程

学生 鈴木奈穂美 日本女子大学大学院人間生活学研究科生活環境学専攻

学生 問中優子 金城学院大学大学院

- 退会 3名

正 領守主 英子 ノートルダム消心女子大学家政宇部

正 原久子 ( 有) アモルファス生活研究室

正 山間梨佐 国立療養所再春荘病院付属看護学校

編集後記

•

•

今回は、諸般の事情で発行時期が遅れました U ご了承ください U ニュース担当委員とし

て、西村純子会員が加わりますしご支援・ご協力をお願いします L

学会大会は 9月に東京学芸大学で開催されます ι 多くの会員の出会いの場となることを期

待していますし ( 渡辺秀樹・慶謄義塾大学)
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